
島根半島の海岸に生息する甲虫類（２）ババチビドロムシ

林 成 多

ホシザキグリーン財団，〒６９１００７６島根県出雲市園町沖の島１６５９５

ババチビドロムシ Babalimnichus masamii M. Satoは，体長２．０mmほどのチビドロムシ科に属する海岸

性甲虫である．国内では，南西諸島を中心に本州まで広く分布している（新井ほか，２００４）．本州の日本海

側では，これまで記録がなかったが，河上・林（２００７）により，島根半島の岩礁地帯に生息していること

が報告された．

ホシザキグリーン財団研究報告 第１０号:３６頁，２００７年３月
Bull. Hoshizaki Green Found．（１０）:３６，Mar．２００７

写真 岩礁の窪みで静止するババチビドロムシ

２００６年７月３１日１８時０８分，出雲市坂浦町の海岸にて撮影．本種は日中，岩の割れ目に潜んでいる場合と，岩の表
面を歩行している場合がある．潮位変化が不規則な日本海側では，どのような周期で本種が活動しているのか不明で
ある．本種は跳躍能力に優れており，驚くと即座に跳躍し，そのまま飛翔して逃げてしまう．
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